




































である。罪ゆえの〈痛み〉を背負った罪人は、上述 破門の手順を踏むことで 信徒の共同体 その罪ゆえに受けた傷を癒し、ふたたび「羊 群れ」に戻され 。破門に対る贖罪としてのこの儀礼は 同時に 罪 〈痛み〉を負った被破門者が、 〈不安〉を抱えながら贖罪 を歩み、ふたたび神と交感する 歓び に満たされ、ついには救済の道に戻りえたことに〈安らぎ〉を見い出す、感情の旅路でもあっ 。
冒頭で引用したペトロは、イエス捕縛の場面で、イエス
による躓
つまづ
きの予告の通り、イエスを三度否
いな
んだ。イエスの
予告を思い出したペトロは「激しく泣いた」
（マタイ二六章
七五節）
とあるが、その涙は弱い自分に対する〈痛悔〉の
涙であった。イエスは地上の教会を、あえてこの「躓き人」ペトロ
（ 「岩」 ）
の上に築いたのである。
偉大なペトロよ、…ご覧ください、病んだ羊は忠実な牧者の前に横たわって呻
うめ
き、牧者と羊の主の御前にお
ります。群から離れていた羊は戻り、自分の過ちと不服従に対して、おゆるしを願っています。
中世の贖罪論を確立したカンタベリーのアンセルムスは、
罪に苦悶する自身への赦しを、このように、人の弱さ 知悉する聖ペトロに祈っている。罪に対する不安の情を、中世の人々は、 祈りの言葉に託して天に放った。その祈りが、「羊たち」を見守る聖人、天使、聖母、キリストへと昇り継がれて、至高天なる神に届け、と。
この〈祈り〉こそ、日々の懊悩を和らげ、自らの魂に安
らぎ―赦し―の情をもたらす、中世的感情世界の血流ともいうべきコトバであった。
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